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わが国の総人口は、平成 17年以降は増減を繰り返し
ていたものの、平成 23年以降においては大きく減少が
続き、経済成長に大きなマイナスの影響となる課題に直

面している。沖縄県においては、現在人口増加傾向では

あるものの、各種取り組みが進まないと 2025年 をピー

クに人口減少となると推計されている。

そのような状況の中、わが国は、平成 26年 11月 21
日に地方創生関連 2法案 (「まち・ひと。しごと創生法」
および「地域再生法の一部を改正する法律」)を成立させ

た。この法案では以下に示す 3つの視点が根本にある。

① 若い世代の就労・結婚・子育ての希望の実現
② 『東京―極集中』の歯止め
③ 地域の特性に即した地域課題の解決

0 E玄蟄力鳴ド覧宅冽卜!
■前回の東京オリンピック (1964年 )

1田 はじめにD当該計画の背景 2B今帰仁村の人口

1)◆帰仁村の人□の推移
○ 今帰仁村の人口は、平成 25年度で9,590人 、世帯数は 4,105世帯である。
○ 平成 20年から平成 25年の 6年間で人口が約 100人、世帯数も約 333世帯増加しているものの、 と世
帯あたりの人口が減少していることから単身世帯化や核家族化の進行が伺える。

【人
10,000
】 今帰仁村人口推移   “
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世帯数― 刊世帯当たりの人口【率】
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出典 :住民基本台帳人口

2)三区分別人□の推移
O生 産年齢人口は 1990年から 2005ま で増加
していましたが、ピーク時の 1980年の人口

を上回ることはできず、2005年以降から年

少人口と共に減少傾向にあります。

O老 年人口が反比例 して増加傾向にあり、少
子高齢化の進行が伺えます。

3)5歳 階級別純移動率
10代から20代後半にかけて、大幅に転

出が超過しているものの、30代以降は転
入が増加 している。

出典 :総務省 「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所 「日本の地域別将来推計人口J
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まちBひと・しごと創生 :以下を一体的に推進すること
,まち…国民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊か

な生活を安心して営める地域社会の形成
,ひと…地l或社会を担う個性豊かで多様な人材の確保
,しごと…地域における魅力ある多様な就業の機会の創出
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4)婚コ因率と出生率の推移

○ 今帰仁村の婿姻率は、数値が低かった平成 22年を除き、結婚件数は 40件台で増減を繰 り返し、婚姻率
は全国や県の平均より低い 4.3～4.9と なっている。

○ 出生数及び出生率は、平成 21年に出生数 98件、出生率 10.4と 高くなったものの、婚姻数及び婚姻率
と同様、毎年増減を繰 り返す傾向にある。

婚姐作数及び婚姻率 (今 帰仁村) 出生数及ひ巴生率(今婦仁村)
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5)合計特殊出生率

○ 合計特殊出生率をみると、県の値と同様、全国の値

より大幅に高い値を示し、平成 14年から平成 24年
の間では県よりも高い値を示している。

参考)

合計特殊出生率 (ご うけいとくしゅしゅつし

ょうりつ、英 :total fertility rate、 TFR)と
は、人口統計上の指標で、一人の女性が一生

に産む了供の平均数

○ 母の年齢階級別の出生率をみると、今帰仁村では

20～24歳の出生率が、全国、沖縄県と比較して高
い値となっている。

○ 今帰仁村は合計特殊出生率は高いが、人口

1,000人あたりの出生率を見ると沖縄県よ

り低い値となっている。20代から40代前
半の人口が少ないためだと考えられる。
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母の年齢階級別出生率 【2008年～2012年 (平成 20～ 24年 )】
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参考)

婚姻率 (こんいんりつ)は普通婚姻率とも呼
ばれ、人口全体に対する結婚の発生頻度を表

す指標である。人口動態統計から得られる年

1間の婚姻総数を分子に、該当年次の人口総数

|を分母にして計算され、婚姻率は人日 1,000

平成17年
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平成24年
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参考)

出生率 (し ゅつしょうりつ)と は、人口学に
おいて、一定人口に対するその年の出生数の

割合をいう。 通常、人口 1,000人 あたりに
おける出生数を指す。
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【合計特殊出生率(ベイズ推定住)】

1人当りの婚姻件数として表される。
出典:沖縄県統計年妊
統計局 人口動態統計

119 今帰仁村の出生数と出生率の比較
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今帰仁村(出生鼓)  ― 今帰脳隧雄哺中絆凰垢柔将充目1ネ線錫態鶏俗彩チ万議眸ダ団凰墓輝線統言十

年齢階級別男女の人口(平成22年 :2010年 )
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6)出生・死亡数、転入・転出数の推移

○ 死亡者数が出生数を上回る状況が続いており、自然減となっている。

○ 近年は、転入者が転出者を毎年上回つているものの、転入者数が増減を繰り返している。
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8)地区別人回の推移

○ 平成 26年 12月 現在で人口が最も多い地区は「仲宗根区」の 1,130人 (■ .7%)、 次いで「今泊区」の

975人 (10.1%)と なっている。

○ 平成 22年比の増加数で最も多い地区は「天底区」で 124人増、率にして 15.7%の増となつている。次
いで「崎山区」72人増、率にして 22.1%の増となつている。

○ 平成 22年比の減少数の最も多い地区は「仲宗根区」で道路改修工事による影響により 138人減、率に

して 10.5%の減となっている。 その他減少地区は 10%内 の減少率となっている。

今鳴仁村 字別人口の推移
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― 転入数く人)
―H― 転出数 (人 )

○ 常住は平成 2年から平成 12年まで約 300
人増加 したものの、平成 17年以降は減少に

転 じています。

O従 業・通学は町内から他市町村へ移行する
傾向にあります。

【人】
lt】 ,、

'0 165

平成P年   平成す年  平成二芝年  平成ェア年  平成章年

田‐ 常住(夜閣〉 ―□―(村内)従業・通学  一―く他市町村)従業・通学 ―

出典:国勢調査

―
出生数 (人 ) Ⅲ 死亡数 (人 )

B真 今日J損

'
出典 :総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所 「日本の地域別将来推計人口」、総務省「住民基

本台帳に基づく人日、人口動態及び世帯数に関する調査」

7)常住人□ (夜間)及び村内外の従業・通学数
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9)人□移動 (転入出元の都道府県と県内市町村)
①転入

○ 今帰仁村への県外からの転入は、関東圏の都県が上位にあり、次いで近畿地方から多くなっている。

○ 沖縄県内からの転入では、名護市が最も多く4割近くを占める。次いで那覇市が多くなっているが、そ
のほかは本島中部からの転入が多くなっている。

3日 今帰仁村の産業および就業状況

事業所と従業者数の推移

500日
午】 【人】

今帰仁村への転入者数 (都道府果単位)(2014年 1月 ～12月 ) 今帰仁村への転入者数 (沖縄県内)(2014年 1月 ～12月 )

1)◆帰仁村の産業及び就業状況
○ 今帰仁村の事業所は平成 24年に 378事業所
○ 従業者数は 2,047人

○ 平成 21年までは事業所数及び従業員数ともに緩やか
な増力Π傾向にあつたが、平成 24年では減少に転じたり

2)産業別就業者数
○ 第 1次産業、第 2次産業は減少傾向にある
○ 第 3次産業は「宿泊業・飲食サービス業」、「教育・学

習支援業J、「医療・福祉業」が伸び、増加傾向にある。

○ 平成 22年度で調査した各産業の構成比は、第 1次産

業が 26.06%、第 2次産業が 14.24%、 第 3次産業が 59.7%

となっている。

3)◆帰仁村の失業率
○ 今帰仁村の失業率は平成 17年まで県の数値より高い 20
値であるものの、下降傾向にあり、平成 22年には県
の失業率を下回つている。             15
0村 内の就業者数の減少要因は他市町村での就職に移
行していることが考えられる。            1°
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【産業大分類男嗜就業者数】
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a 15 35%
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7B 1729h

1870 1000%

今掃仁村からの転出者畿(碧章府卑単付)(2014年 1局 ～12局 う

市町村名 人 数 割 合

1 名 誰 市 100 377%
2 羽ほ覇市 as 132%
3 六 部 田T ク4 91%
4 宙 野 適 市 17 849ム

5

6 沖 縄 市 12 4S%
7 驚緊市 10 389な

8 その 4むの常団f沐、1 躍 19_G%

合  計 265 1000%

今帰仁村からの転出者数 (沖縄県内X2011年 1月 ～12月 )
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②転出

○ 今帰仁村から県外からの転出は、関東圏や、福岡県、大阪府等都市部への転出が多くなっている。

○ 県内市町村への転出は多くの市町村に渡るが、那覇市が最も多く、宜野湾市、中城村、浦添市の中部の
ベットタウンとなつている市村への転出が多い。仕事を中心に転出していると考えられる。
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4.その他、今帰仁村の状況

1)◆帰仁村のノム｀其交通
O今 帰仁村の路線バスは、本部半島を左右回りで経由
する 2路線と、那覇空港～運天港を結ぶ急行バス 1

路線の計 3路線が運行している。

○ 村内の生活移動手段として利用するバスは、概ね一

時間に一本運行する本部半島経由の 2路線となっ

ている。
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3)◆帰仁村の福祉施設設置箇所
○今帰仁村には老人介護施設が多く立地しており、村内はもとより村外からの入所者も見られる。

″長浜ビーチ

与那機

古宇孝lJ島

J換むこ0

民惑霞 苺0)
♭ウッ′fマビーチ

こ大を

湯川

⑥

本詢
E裁地ピーチ

並 颯

奥賦B

吉芋子り
五
覧
分
、

監≧れを

ルピーチGC

辺名地ダム●

titlil

4SB

ノt,ご

＼

嘉浄字

イ

ｌ

ｔ

ノ

ｒ
ヽ

ど

諄

中中”
2)◆帰仁村の受害
O沖 縄県は、年平均 8回の台風が接近し、県内の様々な
箇所で土砂崩れなどの被害が出ている。

○ 県の地震・津波想定では、北および東の海岸付近に集

中することが想定される。

○ 人口減少、高齢化により、いざというときの共助の手

を確保できない懸念がある。
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分類 No. 施設名 分類 No 施設名

病院
① 北山病院

村立

保育所

① 仲尾次保育所

② 今帰仁診療所 ⑫ 中央保育所

老人介護

施設

③ 和光園 ⑬ 今帰仁保育所

④ さくらの里 ① 仲宗根保育所

⑤ 宅老所 ハイビスカス
村立

幼稚園

⑮ 兼次幼稚園

⑥ イリーゼ今帰仁 ① 今帰仁幼稚園

⑦ 有料老人ホーム 湧川 ③ 天底幼稚園

③ グリーンハウス MESH
ランデブ

ーポイント

① 今帰仁村運動公園

③
乙羽園指定介護老人福

祉施設
① 古宇利ふれあい広場

①
グループホーム ほしく
ぼ

凡 例

―
群・市境界

一
町村境界

一――‐I日市町村境界

● 市役所 。役場

想定津波の最大漫水深 (m)

■ 001m以上 03m未満

0,3m以 上 1,備未満

■ 10m以上 2鮪未満

■ 20m以上 &Om未満

E50m雰上t00ni未消
■[100m以上200m未お

■ 20睛以上

|

市町村 代表地点 最大遡上高

(m)

影響開夕台時間

±20cm(分 )

影響開始時間

+50cm(分 )

津波到達時間

(分 )

今帰仁村 今泊 4.9 15 23 25

大井川河口 6.4 9 25 27

地方倉■生 今帰に村人μとフ ゴシ・溶舟 豚 タ ノロ策定委員会   捻
『
θ‐σ



4)◆帰仁村の補助・支援制度
今帰仁村では、地域における子育て支援サービスの充実を図るため、各種事業や支援制度等を行つてい

る。

①こども医療費助成事業

こども医療費助成事業は、こどもの疾病の早期発見、早期治療を促進し、健康ですこやかなこど

もの発育と育成のため、保護者が支払ったこどもの医療費の一部を村が助成しています。

前期こども :出生日から満 6歳に達した日以後の最初の3月 31日 まで

後期こども :満 6歳に達した日以後の最初の 4月 1日 から

満 15歳に達した日以後の最初の3月 31日 まで

②今帰仁村すこやか子育て支援金

今帰仁村すこやか子育て支援金は、次代の社会を担 う子どもの健全育成と福社の増進を目的と

し、子どもの誕生を祝 うとともに、すこやかな成長を願い、出生児を養育監護している方に支給す

る支援金です。

支援金の額

第 1子  20,000円
第 2子 30,000円

第 3子  70,000円
第 4子以降 100, 000円
※順位については、同一世帯で扶養の実態に基づき村長が決定します。

※この規定は、平成 27年 4月 1日 以降の出生児について適用し、それ以前の出生児については、
これまでの規定を適用しています。

③今帰仁本寸子育て支援センターじんじん

今帰仁保育所に併設しています。子育てをする家庭の育児不安等の解消を図るため「子育て支援

センターじんじん」では、子育てについての相談や指導、情報提供、また子育てサークル等への育

成 。支援を行っています。

④やんばる町村ファミリーサポー トセンター

国頭村 。大宜味村 。東村・本部町 。今帰仁村 。宜野座村・金武町・恩納村の 8町村広域子育て事

業として平成 24年 4月 に開設。

育児の援助を受けたい者と育児の援助を行いたい者が行う地域の相互援助活動です。

5.今帰仁村第 4次総合計画の概要

今帰仁村第四次総合計画

(1)計画期間
「基本構想」:平成 24年度～平成 38年度 (10年間)
「基本計画」:平成 24年度～平成 28年度 (5年間)
「実施計画」:平成 24年度～兵営 26年度 (3年間)

(2)む らづくりの課題
①人口減少、少子・高齢化への対応
②基幹産業である農業の振興
③豊かな自然環境の保全と活用

④村民と協働によるむらづくり

⑤今後のむらづくりに資する人材の育成
⑥安全で安心なむらづくり

(3)将来像
将来像 :～ムラ 。人・農が織りなすゆがふむら。今帰仁～

基本姿勢 :

自然環境との共生 ～やんばる型土地利用の原則を守る～
農業を中心とした産業振興 ～積み上げ方式の産業振興～
むらづくりを支える地域コミュニティの強化 ～誰もが安心・安全に暮らせる環境づくり～

(4)将来人口

概ね 10,000人 (平成 33年、西暦 2021年 )

(5)今帰仁村部門別構想
①人が輝き、自然があふれる癒しのむら
。やんばる型土地利用の原則を守る    。自然観光の保全 。再生
・癒しの空間としての活用

②豊かな自然に育まれた「食」が奏でる活気あるむら
。第一次産業を基盤とした積み上げ方式の産業振興   。地域資源を活かした観光振興
・地域商工業の振興

③地域で育てる生活環境 ～海・山・川未来へつなぐやすらぎのむら～
・美しい景観の保全・整備        ・生産基盤の整備推進
。定住促進に向けた住環境整備      ・環境衛生の向上
④つながる、つなげる元気むら スマイル・コミュニティ今帰仁
。保健 。医療 。福祉の拡充        ・スポーツ・レクジエーション活動の充実
。消防・救急・防災体制の強化

⑤大人も子供も学べる豊かで誇りあるむら
・特色ある学校教育の充実        。生涯学習活動の推進
・地域文化の継承と創造発展       。ふれあい交流の充実

(6)む らづくりをリー ドする基本プロジェクト
・村民健康づくリプロジェクト
。今帰仁ブランドづくリプロジェクト
・中心市街地賑わいづくリプロジェクト
・今帰仁城跡シンボルづくリプロジェクト
・美しい村 。活気ある村づくリプロジェクト

辺方籾空 今帰仁檄 た7どノゴカ み合戦賂 ″ ′風策定委員本△   捻″ゼ



6口 今帰仁村総合戦略の策定について

1)目標の設定
○ 国が目標とする以下の事項を達成する項目

■ポイント【総合戦略のメニューは実現性】

今回の政策における各地方公共団体の役割は、“国の「長期ビジョン」「総
合戦略Jを勘案し、中長期を見通した「地方人ロビジョン」と、5ヵ 年の「地
方版総合戦略」"の策定である。また、既存の計画を含めたパッケージ化す
ることによリワンストップ型の支援を受けやすくなる。
効 メニューの婉>>
'茸 ろ r観光娠輿、″か市衡地、公共交通万紡;葬5/t受入  争カ
,ひと r疾言施設 '制度、党を参画、 争々
,と ごとデう″ タース 席割砺祀 た就労、雇黒握遊教す。訂|1練 争々

2)基本方向について

設定した目標を達成するために、推進 していく施策を検討する。

戦略メニュー抽出の基本的考え方は以下の通 りとする。

① 施策目標の5ヵ年で効果の見えるもの (評価可能なもの)
② 村の上位計画などの既存計画との整合がとれていること
③ 緊急課題として、人□減少に歯止めをかけるもの
④ 若者が働ける場。若いお母さんが安心して子育できる環境の整備
⑤ 効率的・効果的に進めるために近隣市町村や他都市との連携を視野に入れる

渠麻的な政策メニ淳―が σ″牢 r箕質 刀′θ窄までの を″牢ノの計厩効町力′ご効 ナろ施策 を

乗定 ナろ。設定■こあたってが、物 だ芽せてヽ牙芹計所だつクⅢて賜

'ク

必 /メ、まク勇 ν ″

ある旅今戦磨を冒着九

7ロ スケジュール(案)

項 目
平成28年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

計画準備日資料収集 →

■人ロビジョン策定支援

・人口の現状分析
r
B

羽
瑶

人
口
ビ
ジ
ヨ
ン

総
△
ロ

戦
略

。人口の将来展望

・住民アンケート実施 →

口人ロビジョンの策定支援

■総合戦略策定支援

・基本目標の検討

D目標達成への基本方向検討

B政策分野基本目標検討

B住民意見交換会 〇 〇

B関係部署ヒアリング 〇

B有識者会議 〇 〇 〇

報告書作成

「地方における安定した雇用を創出する」

「地方への新しいひとの流れをつくる」

「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」

「時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地けと地域を連携する」

‐
ひと

密用な大材確保 育成 構輸 出蔵
子育てへの切 i々目ない支後

「しごと〕
:H用の質aiの働保向上

「とち」
始増 (中山間増章専、地方●市、大●市日等)の

特性に口した瞬目の癖決

地方懲生 物 稽 檄 β♂
｀
ジョン・潅今戦磨 ″ ′回策定委員本

△   島″‐7



8.今帰仁村総合戦略策定の推進体制

村議会

調
査

今帰仁村人ロビジョン及び今帰仁村総

合戦略策定委員会

0学曲経験者

O産業界

0住民代表

0行政機関 等

村

　

民

地方会と生 今帰住村人βA為 シ・溶針戦略 ″ ′口蒙だ委買会   脆″‐∂


